
（別紙３）

～ 令和7年3月14日

（対象者数） 28 （回答者数） 12

～ 令和7年3月7日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・ＰＥＣＳ等、様々な研修受講や、関係機関との連携強化。

2

・成長に合わせた、より就学に向けたプログラムの取り入

れ。

3

・保護者に対する十分な周知がされていないため、周知の徹

底を図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・まずは系列「こども園」との協議が必要と考える。

2

・パート職員の配置、事務作業の効率化を進める。

3

○事業所名 あおいとりプラス緑陽台教室

○保護者評価実施期間
令和7年年2月27日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域の中で他の「こども」と活動する機会を設けることが難

しい。

・限られた療育時間の中で、他の施設等との交流するのが難し

い。

・職員配置は満たしているが、十分な研修を受ける時間の確保

が難しい。

・余裕がある職員配置が必要と考えるが、事業収支を考えると

支出比率の大きい人件費を抑えざる得ない。

・利用児の特性にあった「個別療育」を行っている。 ・利用児の特性に合わせた教材の選定。

・口頭でのやり取りが難しい利用児に対し、絵カードなど視覚

的なもので行っている。

・年長児を中心に就学に向けた「小集団療育」を行っている。 ・スケジュールを明確にし見通しを付けるようしている。

・話し手の言葉に集中できる言葉選び

・法人内に「子ども発達相談センター」を開設し、センター長

による児童・保護者に対する相談機能を充実させた。

・幼稚園・保育園等での児童の行動観察などを行い、療育に対

するアドバイス

事業所における自己評価総括表公表


